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平成２３年７月１９日

資料４
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具体的な支援内容

１．被災した機器
の安全点検（フ
ロンの有無等）
支援

２．被災した機器
の復旧支援

３．フロン回収の
支援

４．冷凍・空調機
器等の物資支援

平成２３年４月１４日、
日冷工・日設連でプレス発表
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被災地支援スキーム（１）

２．支援体制
●本事業の推進に係る関係機関との調整及び支援チームをサポート

統括

日冷工 日設連

事務局 事務局

１．支援対象地域
●岩手県・宮城県・福島県
●支援重点地区として、上記３県の沿岸部被災地で特に災害廃棄
物処理があまり進んでいない地区
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被災地支援スキーム（２）

支援チーム体制

日冷工
第３次漏えい対策WG

日設連
冷媒回収推進委員会

日本フロン回収
事業協議会

３．支援チーム
●本事業の実施機関

〔支援チーム担当区分〕

Ａチーム：日冷工・日設連メンバー
○被災機器の安全確認・点検支援
○被災機器の整備等、機器の復旧支援

Ｂチーム：日設連・日フ協メンバー
○廃棄予定機器からのフロン回収支援
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現 地 視 察 など
１回目：平成２３年４月７日～９日

①陸前高田、大船渡、釜石を視察
②現地業者（３都市）との意見交換
③岩手県冷凍空調設備工業会との意見交換
④震災後最大の余震発生で宮城に入れず。

２回目：平成２３年５月３１日～６月２日
①岩手県冷凍空調設備工業会と岩手県庁（総合防災室・環境保全課・水産振興課）と意
見交換
②宮城県冷凍空調設備工業会と宮城県フロン回収事業協会、宮城県庁（環境生活総務
課・廃棄物対策課、消防課・水産振興課）との意見交換
仙台港・多賀城市を視察

③福島県冷凍空調設備工業会と福島県フロン回収事業協会、福島県庁（水・大気環境
課、廃棄物対策課、消防保全課）との意見交換

３回目：平成２３年６月２９日
①岩手県冷凍空調設備工業会と意見交換
②宮城県冷凍空調設備工業会と意見交換
③福島県冷凍空調設備工業会と意見交換

４回目：平成２３年７月７日～９日
①宮古市、釜石市、大槌町と意見交換
②現地支援チームと同行、現地点検調査実施
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岩手県における実施体制（１）

③
報
告

統括（日冷工・日設連）

【情報の一元管理】

国（経済産業省・環境省）

岩手県庁

プラットホーム（岩手県工業会）
【情報管理】

コールセンター（岩手県工業会）
【連絡窓口】

支援チーム(Ａ)
による現地点検調
査

機器へラベリン
グ(撤去可、要フ
ロン回収、連絡先
等)

地元回収業者・整
備業者等

又は、支援チーム
(Ｂ)

機器所有者（又は所有者不明の場合は市）

大船渡市

釜石市

宮古市

陸前高田市

①
派
遣

②
貼
付

④
連
絡

⑤
報
告

⑥
回
収
等

⑦
報
告

⑦
報
告

→⑧報告・費用請求
←⑨費用支払い

⑧
報
告

人・器材等の提供 協調・データ交換等

三者間で連絡・協調・情報交換

三者間で連絡・協調・情報交換

大槌町

山田町
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岩手県における実施体制（２）
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判断場面フロー図（１）

●支援チームが現地で点検調査等を行う作業の判断フロー図を下記に示します。

（次頁へ続く）



9

判断場面フロー図（２）
（前頁から）



10

現地点検調査について（１）

●現地点検調査の際、この調査票
に調査結果を記入
●調査結果をプラットホームにてデ
ータ入力し、データベースを作成
●以後、プラットホームと統括でデ
ータを共有

調査票を作成し、調査結果を管理する
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現地点検調査について（２）

調査結果シールを貼付

フロン回収推進産業協議会から３千枚無償提供

左のシールと共に、機器にこのシール
を貼付し、フロンを回収する場合の連
絡先を判るようにする。
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現地点検調査について（３）

●支援チームは、統一した色のベス
トを身につけ調査を行い、県と協調
して実施していることを判るように
明記している。
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現地点検調査写真

（宮古市内）

●支援チーム（Ａ）による点検調査
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被災地写真（１）（陸前高田）

ほぼ全壊。建物があっても中は何も無い状態。（４月７日撮影）

（建物は何もない） （根こそぎ津波にさらわれた） （最上階まで津波。中は空）

（「酔仙」の酒蔵。壊滅） （コンビニも壊滅） （津波の境界線）
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被災地写真（２）（釜石）

ある程度建物が残っている。（４月７日撮影）

（がれきの山だが、建物は一部残っている）

（コンビニ。中は空） （機器を一部引き上げたが、配管はぶち切れ、フロンは入っていない）
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被災地写真（３）（仙台港付近）

（流通ターミナル：室外機は押し潰され、室内機も天井から垂れ下がる）

（事務所：室外機、室内機の配管は残る）

配管がつながっている状態のものもある。（６月１日撮影）


